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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の影響、シリヤからイラクへの麗都、といった腰
　　　　　　　　　　IV
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii避的事実はその歯髄的なことであるpとその序1交

　本誌「西南アジア研究」第3号所収の「Ma－1に明記している。これは1bn　KhaI掘nの学

w21fについて」の翻意をする。　　　　　　1説と共通するものを持っている。

アハマド’アミ一紙が「イス弘醐」（軽アハーv　1 アミーン氏が蕗一章第二鰍A曲

hE　a1－1・16m）で戸畑。糊代、艮ロち、削とM・wfilTとの抗争拠おいて・ア・バース

期アッバース調は、同氏によれば、「第一アッパi鯛となっても、アラビアの種族と種族との抗争は

一ス翻（・1一・sr・1一漉・τ・al一・・WW・・1・）でiその跡を絶た加で、アラビアが隊とし磯一

あって、それは、as－Saffahがカリフに就任i達戯していくことを妨げたことを述べているのは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1
（ワ4gA．D。）してより、al－Muhtar（868　i事なきことではない。同氏は次の如く署う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
A。：D・カリフに就任〉の治世にいたる迄の時代｝　「イスラムが興って、アラビアは自家を形成し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
である。画定はアッバース朝をこの前期とそしてiた。宗教の確立・言語の統一・そして政府機関の

後期との二時期に分けて考察しているのであるぶ、；毅置によって、その資質は整った。当時のペルシ

棚を鵬。た翻「・スラ・旺午」（多血i。とビザンツの端駒面輪の聯1の蹴刻

aHS蔭m）は囲者未見である。　　　　　　　iむのである。しかし、この事実と平行して、アラ

　さて、「イスラムの覇」の序交において、アハ；ピアの種麹的精神は存続したのであって、ここに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くマド・アミーーン氏は、オンマヤ朝が智頭したそのi二つの思潮が併存した。即ち、（種族としてのア

闘の菓情について、この二つの王朝の聞には、墜！ラビア、そして部族へ、そしてその部族の一部へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実上明白な断麟があるという見解は真理から程遠iと流れる、種族的思潮）と、今一つは、（アラビ

い、成程、アッバース朝は、イスラムにとってもiア人の血統が、アラビアの蟹嶽を形成し、汎アラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ万ビ篇にと・てzE・　・この瀦の燕のためのiブ搬と泌鵬）と働・て・ω二つの脚

温庫ではあったが、アッバース繭の興起霞体が、　iがイスラムの発展の母体となった。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
この宗教と書語にとって、新しい鷹史のページをi　「第一の思潮について書えぱ、それは種族的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
購くものではなかった、とその察実を強調してい1愛閣心といえるものであって、オンマヤ朝に滋け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iる史話、あるいは三盛はこの思潮を物語ってやぶ

　そして室た、この時代を考察する上にお・いて重iさかではない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ要な穫）のとして、文字通参無味乾燥な沙漠にイスiYahτibn耳ayyanを称えた詩句：

ラムの文化が栄えたのでは熊く、潅灘i餅地（Har；　　アッラーは、イエーメンのすべての人たち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
IE・a・）疑の耀的蹴を鋤る・と1は・て・iを・購・Yah3　ibo　li・yyEnのための身代

イスラムの文化が成立したのであって、ペルシャー金となることを望まなかったか。
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　　また若し、自分腰国心がないのであれば、毒察したこと抽、この前期ア。バ以輔を、三

ア・ラ噸M・磁伽Adha－nの数千人re　iつの社会思潮（・・za　・t）力凌配しt・・と詰る

　竜匹敵するようにY撮瘡ibn　H　ayyaaをしな　iだろう。」と述べている。即ち、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　かったか。　　　　　　　　　　　　　　　i（i）アラブはすぐれた民族である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　だが、私は西分の種族を飾まない・私は彼　　｝（2）アラブはその他の諸艮族と二等である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
　を静むのあま参、Q曝翫の子孫を野むので　！（3）アラブは必ずし竜その他の罠族にすぐれる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　ある・　　　　　　　　　　　　　　　　　1ものではない。
ある肱マスーデ、a：．るrニザ．ル族i。班つの融胴であ。て、そして、第、

（NizirTyat）はイゴメン族（Y・m…infyat）に糖三の思潮を賓えるel・・）がシュービーや運動であ

たいして誇り、またイエーメンはニザーールにたいiる、としているのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§
して誇っていた。そして人々は集団をつく1］、沙；入々の語るところによれば、Mirbadに人’ft

漠に澄いても、潅灘三M地においても、民灘識iが鍵まってvた読して、そこ季dbnu’1・一・Mu一

は高揚し　㎞rMarw和ibn瓢廊ammad　al－iqaffa　がいた。彼は人々に「どの民族がすぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

Ja㎡はニザールの人kを結聚して、イ＝　一一メンiれているか？」と尋ねた。彼らは顔を向きあった。

醐、め、，。一メ。は、寧ルをさけて、気て、彼砿1瞬剛。，曲は多分ベル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
アッバース朝の庵とへ合流したのである。』等は、iシャ人を望んでいるだろう、と語り合って、「ぺ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この第一の思潮を物語っている。　　　　　　　iルシャ人」と答えた。そこで、彼は言った、「そ

　このような史実は数多くあるのであ夢、我々カペうではない。ペルシャ人は広大な土地を統治した。

ここで当面の聞題として考察すべきことは、第二；また、彼らは偉大な帝国を樹立した。そして多く

の思潮である。即ちMaw祖τに殼するArablの人昆を支配した。しかし、彼らは知性で物襲を

の社会騰である．」と．（，。2卵22）　i解擁しなかった．彼らは櫛のうちに諏懸．

　即ち、アハマド・アミーン氏が「ArabとMa－iる知恵（神の言葉）を創造しなかった。」そこで’

w菰τとの抗争」に齢いて藪上げた主題が、この青々は「ギワシャ入jと言った。「彼ら蹟アルカ

第二の恩潮であったのである。　　　　　　　　1ザンである。」と箸えた。「インド人」「彼ら絃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著学審である。jrスグーン人」ド彼らけよこし

　　　　　　　　　　V　　　i描る．∬それではど眠働．」r・，ブ

　ここで・B・Spuler氏のM・wa玉τにつiであ7・・　c；」と側隔った・そこで・人轍笑った・

いての見解によれば・漁w翫をDi・19i・n｝i11㎜’ト瓢・q・ff・は書・た・「私邸方たちに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピtenとし、彼はa1鯖uchtarに多大の関心を示しi同意を求めない。しかし、それは血族的友配懸1《：

ているのである。しかし、対アラブ示威運動とトiお・いてであって、その知識についてはそうではな

てのシュービーや遅動（ash－Shu冠b耐at）につい：い。アラブは自分たちとは相違した民族を続治し

ての・アハマド働アミ『紙覗罐ここ厳灌幽三山熱て嫉い・働はラクダ飼硬
することにより、筆者墳、岡氏のM　aw51Tにつ偽夢、また羊の持主である。荒野の住民である。

いての見解をよ強明白にできればと．思うのである。、ある憲は慮然に恵まれ、勲溝にすぐれている・ま

　さて、アハマド・アミーン氏は第一二上三節、1た些事にも、困難にあっても、よき隣入である。

「シズビーや運動」において、「離節にお、αて物事を知性でとらまえ、そこに模範渉あり、それ
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を行う。」云々。（P．51－5嫉　　　　　以上が、前期アヅバース朝に蔚ける醐であっ

　繁一の、アラブはすぐれた民族であるとveう思　て・（ash－shu讃yat）は後者の二つの寡潮を意

潮は、汎アラブ民族主義以葡の、狭義にお・けるア　味した。はじめ（ash－shu秘τy蹴）は、アウブでも

ラブ民族主義といえるのであって、上記の1　imu・その他の諸民族にとっても、貴曖という点につい

ト瓢uqaffa　についての挿話は、この思潮に　ては優劣をつけえない。という意味で籍いられた

属するものである。　　　　　　　　　　　　　のである。それ以前は、平等を意味する（ai－ma・一

　次は、アラブは他の諸民族と同等であるとする　颪w5のと、民族は平等であるを指す（ashrfihu　一・

第二の思潮である。これは、コラーンの一節、膵　ub）とに由来する名称が用いられていたのマある

れ、すべての人聞どもよ、我らは、齢前たちを鼻が、その後、後者の語を以て、（ash－sh登務油t）

と女に分けて竃膨、お前たちを今くの種族に分ち、という呼称が成立したのであった。このようにし

部族に分けた。これはみなお前たちを細互い燭士　て、はじめ第二の恩潮を意味したのであったが、

よく識D合うようにしてやりたいと思えばこそじ間もなく第三の思潮を意味するものとなった・そ

や。濃（49一ユ3）に由来するところのもので　れは、歴史的発展によるものであって、言ンマや

ある。ハディスに「アラビア入はなんら異国人に朝においては、第一の思潮が支埋的であった。そ

すぐれるものではない。喉、カが騰っているだけ　して、MawalTの出現により、平等を意味する（

である。」ともいうと、アハマド・アミーン氏は　a玉一ma面w蓑t）がさけばれ、　ar－RashTdとal一

述べているのである。　　　　　　　　　　　Ma　MIMとの時代となるにおよんで、その擁威と

　第三の思潮についていえば、ギリシャがその広　力を自覚し、アラブの：カを削ぎ、その他の民族の

大な領土を誇示し、インドはその科学や思想を誇権威を高めんとする第三の思潮が明白となって1

う、シナがその産業を誇っていたときに．アラブ’われて来たのであった・明らかに、シューピーヤ

にはなんら顕著なものはなかった。無明時代にゑ運動は第二、第三の思潮であったのである。

いては飢えのため、子供を葬る風習だって持って　　ここで、筆者はペンをおく評Maw製τについ

いたではないか。イスラムは、唯、アラブのみのて」と題して、二回にわた診、エジプトのイスラ

宗教ではないのである。緩なんと言って屯信憲は’ム学者、アハマド。アミーン氏のアッバース朝に

みんな兄弟じゃオ（コラーン49旦0）。イスラ　ついての見解を紹介したのであったが、素よ参、

ムは入学の宗教である。即ち、このような理念が周弐の見解の一端であって、微力な丁丁には全く

この第三の思潮を形成したのである。　　　　　～手にあまるものではあ噛ましたが、ご参考になれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝ば筆者の：菖びとするところです。諸賢のご叱正を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1たまわれば幸甚のいた診です。


